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「「「「燕市燕市燕市燕市
つばめし

」」」」のののの合併経過合併経過合併経過合併経過 

 

燕市燕市燕市燕市のののの概要概要概要概要    
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合 併 期 日 平成18年３月20日 

合 併 方 式 新設合併 

合併関係市町村 燕市、吉田町、分水町 

初 代 市 長 小林 清 

人     口 84,297人（平成12年国勢調査人口） 

主な合併協定事項 

○ 新市の事務所位置：当分の間、吉田町役場を新市の事務所とする。新庁舎

が建設されるまでの間、分庁舎方式を採用する。 

○ 議会の議員特例：旧合併特例法第７条第１項に基づく在任特例を適用し、

合併日から平成18年10月31日まで在任する 

○ 農業委員会の委員の特例:選挙委員は旧合併特例法第８条第1項を適用し、

平成18年７月31日まで在任する。初回の選挙は旧３市町を区域とする３

選挙区により実施する。 

○ 地域審議会：平成23年３月31日まで合併前の３市町の区域ごとに地域審議

会を置く。 
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人口 面積 職員数 議員定数

（人） （K㎡） （人） （人） 歳出
財政力
指　 数

経常収
支比率

第１次 第２次 第３次

43,480 39.27 445 20 13,870,332 0.789 89.9 4.2% 51.9% 43.7%
15,681 39.61 142 18 5,164,773 0.571 91.1 5.5% 48.0% 46.5%
25,136 32.00 230 18 8,655,770 0.665 81.5 4.1% 43.5% 52.4%

※ 人口・面積・産業比率：平成12年国勢調査数値、職員数：平成17年４月１日現在、議員定数：平成
16年12月31日現在

H16普通会計決算（千円） 産業比率

燕市
分水町

市町村名

吉田町

 

 

合併合併合併合併にににに至至至至るるるる経過経過経過経過    

 

１１１１    合併合併合併合併のののの背景背景背景背景    

 

◆ 吉田町吉田町吉田町吉田町、、、、分水町分水町分水町分水町のののの経過概略経過概略経過概略経過概略        

    

平成13年８月14日 吉田町、弥彦村、分水町、寺泊町、岩室村の事務等検討会議（助役、

総務課長、担当）を設置 

平成14年４月１日 吉田町、分水町、弥彦村、寺泊町は任意合併協議会「西蒲南部・寺

泊町村合併検討協議会（以下「検討協議会」という｡）」を設置 

     ９月５日 第５回検討協議会で岩室村が協議会に参加 

11月12日 第６回検討協議会で吉田町は財政シミュレーション結果から５町

村の合併にメリットがないことを主な理由として脱会  

平成15年１月27日 第７回検討協議会で岩室村が脱会 

検討協議会の名称を「分水・弥彦・寺泊合併検討協議会」に変更し、

３町村で協議を行う方針を確認 

       ２月～３月  吉田町は、18歳以上の町民20,501人を対象に住民意向調査を実施 

【吉田町住民意向調査の結果】 

○ 対象等：18 歳以上 20,501 人 

○ 回収率：94.8％ 

○ 結 果 

① 市町村合併に対する考えについて 

「合併した方がよい」          25.0％ 

「どちらかといえば合併した方がよい」  17.9％ 

「合併しない方がよい」         17.3％ 

「どちらかといえば合併しないほうがよい」12.7％  

② 市町村合併の枠組について 

  「燕市と分水・弥彦・寺泊合併検討協議会と吉田町」30.1％ 

  「燕市と吉田町」                26.0％ 

  「新潟地域と吉田町」              17.9％ 

  「県央東部合併研究会と吉田町」         11.2％ 

  「分水町と吉田町」                4.6％  
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９月１日 分水町、弥彦村、寺泊町は、法定合併協議会「分水・弥彦・寺泊合

併協議会」を設置 

10月28日 第３回分水・弥彦・寺泊合併協議会を開催 

以降、新市建設計画の策定方法等をめぐり意見が分かれたことなど

から協議会を中断 

平成16年１月26日 分水町、弥彦村、寺泊町の町村長・正副議長・正副特別委員長会議

が開かれ、法定協議会の継続について協議 

最終的には各議会の判断によることとなったが、同日午後に行われ

た弥彦村議会特別委員会で３町村の協議を継続しない旨を決議 

２月10日 分水町、弥彦村、寺泊町は、臨時議会で同月20日をもって法定合併

協議会を廃止する議案を可決 

                  

 

◆ 燕市燕市燕市燕市のののの経過概略経過概略経過概略経過概略    ～～～～詳細詳細詳細詳細はははは「「「「三条市三条市三条市三条市のののの経過経過経過経過」」」」をををを参照参照参照参照～～～～    

    

平成14年４月１日 三条市、燕市、田上町、栄町、下田村の５市町村で任意合併協議会

「県央東部合併研究会」を設置 

  平成15年１月      燕市が18歳以上の市民を対象に住民意向調査を実施 

合併反対が43.7パーセント、次いで「合併に賛成」が31.7パーセン

ト、「合併の協議は進めるべき」が18.9パーセントとなった。 

     10月26日 燕市で県央東部５市町村の合併の可否を問う住民投票が実施され、

反対多数となる。 

この結果を踏まえて県央東部地域で設置の法定合併協議会に参加

しないこととなる。 

【燕市住民投票の結果】 

○ 条例名：燕市が三条市、田上町、栄町及び下田村と合併する

ことの可否を住民投票に付するための条例 

○ 投票率：69.27％ （有権者数 35,325 人） 

○ 結 果：投票者数 24,471 人（有効投票数 24,287 票） 

県央東部市町村との合併に賛成：11,783 票（49％） 

   〃       反対：12,504 票（51％）  

 

 

◆◆◆◆燕市燕市燕市燕市、、、、吉田町吉田町吉田町吉田町、、、、分水町分水町分水町分水町のののの合流合流合流合流    ～～～～合併合併合併合併にににに向向向向けたけたけたけた懇談会懇談会懇談会懇談会のののの設置設置設置設置～～～～    

 

平成16年１月13日 第１回燕市・吉田町首長会議を開催 

燕市･吉田町合併検討懇談会（仮称）の設置について協議  

１月28日 第２回燕市・吉田町首長会議を開催 

     第１回燕市・吉田町合併検討懇談会の運営について協議 

１月29日 燕市と吉田町の合併について、議会と行政の代表者による率直な意



 

- 184 - 

見交換を通して、今後の合併協議のあり方を検討する燕市・吉田町

合併検討懇談会（第１回）を開催 

２月９日 第３回燕市・吉田町首長会議を開催 

分水町との合併協議と次回懇談会の運営について協議 

２月13日 第２回懇談会を開催 

分水町がオブザーバーで参加 

分水町の合併検討懇談会への加入、合併検討懇談会の名称変更及び

任意合併協議会の規約等について協議 

２月18日 第４回燕市・吉田町・分水町首長会議を開催。燕・吉田・分水合併

推進協議会（仮称）の運営及び事務局体制等について協議 

２月20日 第３回懇談会を開催し、設立に向けての規約や予算等の案を３市町

で検討 

燕・吉田・分水合併推進協議会規約、組織構成、組織体系図、事業

計画、平成15年及び16年度予算等の各素案について協議 

燕市・吉田町・分水町合併検討懇談会を解散 

２月23日 燕市役所内に合併推進協議会準備室を開設 

３月５日 第５回燕市・吉田町・分水町首長会議を開催  

燕・吉田・分水合併推進協議会（仮称）第１回会議の開催について

協議 

    

    

２２２２    任意合併協議会任意合併協議会任意合併協議会任意合併協議会のののの発足発足発足発足とととと合併合併合併合併ビジョンのビジョンのビジョンのビジョンの策定策定策定策定    

 

平成16年３月８日 任意合併協議会「燕・吉田・分水合併推進協議会（以下「任意協議

会」という｡）」を設置し、第１回任意協議会を開催 

【任意合併協議会の概要】 

� 構成団体：燕市、吉田町、分水町 

� 委員構成：市町長、助役、総務課長、正副議長、議会特別委員

長、議員、住民代表、学識経験者 

� 協議回数：８回 

３月22日 第２回任意協議会を開催し、住民参加で新市将来構想を検討するた

め、３市町の住民代表（住民代表委員15名＋公募30名）で構成する

「まちづくりビジョン住民会議」を設置し、委員を公募することを

決定 

４月20日 任意協議会は、県内の合併の先進地として同年11月１日に誕生する

「魚沼市」の合併協議会事務局を視察 

５月10日 第３回任意協議会で以下を確認 

・ 合併の方式は、新設合併とする。 

・ 合併期日は、平成18年３月末までとする。 
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５月15日 第１回まちづくりビジョン住民会議を開催し、新市将来都市構想の

素案づくりを開始 

５つの部会に分かれ、同一のテーマ「住みやすさ・特徴、住みにく

さ・課題」について討議した。 

６月11日 第４回任意協議会を開催し、新市の名称を公募することを決定 

８月11日 第６回任意協議会で以下を確認 

・ 新市名は「燕市」とする。 

・ 庁舎については、当分の間は３市町の役場を分散使用し、合併特

例債の期限である合併後10年以内に、現吉田町内に新庁舎を建設

する。 

８月24日 第７回任意協議会で新市将来都市構想の最終案を承認するととも

に、「新市建設計画」の素案を提示 

９月には「新市将来都市構想概要版」を３市町の全戸に配布し、市

町ごとに住民説明会を開催することを決めた。 

９月12日 任意協議会は、燕市文化会館で合併フォーラムを開催 

ＰＨＰ総合研究所の荒田氏の「みんなで考える、これからのまちづ

くり」をテーマとした基調講演のあと「地域の将来像を語る」をテ

ーマに燕市長をはじめ住民代表３人がパネリストとなって意見を交

わした。 

９月17日～10月９日 分水町は17日から、吉田町は21日から、燕市は24日から

それぞれ「新市将来都市構想（概要版)｣を基に住民説明会をスター

ト 

10月12日 第８回をもって任意協議会としての調整を終了 

 

 

３３３３    法定合併協議会法定合併協議会法定合併協議会法定合併協議会のののの発足発足発足発足からからからから合併合併合併合併のののの実現実現実現実現へへへへ    

    

平成16年11月１日 法定合併協議会「燕・吉田・分水合併協議会（以下「法定協議会」

という。）」を設置 

【法定合併協議会の概要】 

� 構成団体：燕市、吉田町、分水町 

� 委員構成：市町長、助役、総務課長、正副議長、議会特別委員

長、議員、学識経験者 

� 活動内容：３市町の合併に関する協議、新市建設計画の作成等 

� 下部機関：総合調整・総務・福祉・産業・建設・教育委員会、

幹事会、専門部会、分科会 

� 協議回数：９回 

11月10日 県は、法定協議会構成市町を合併重点支援地域に指定 

11月22日 第２回法定協議会で以下を確認 
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合併期日については、旧合併特例法の適用期限内とする必要がある

こと、３月中旬から約１か月間は人事異動や進学等で転出入が多く

窓口業務が多忙であること、税の申告受付期間（２月16日～３月15

日）、電算システムの統合等を勘案し、平成18年３月20日とすること

を決定した。 

・ 合併期日は、平成18年３月20日とする。 

・ 新市の名称は､｢燕市」とする。  

・ 新市の事務所の位置は、当分の間、吉田町役場とし分庁舎方式

を採用する。合併特例債を活用して、新市のまちづくりとの整合

を図りながら、合併後 10 年以内のできるだけ早い時期に「吉田町

地内」において、新たな本庁舎を建設する。 

・ 議会議員の取扱いは、旧合併特例法第７条第１項に基づく在任

特例を適用し、合併日から平成 18 年 10 月 31 日まで在任する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12月７日 第３回法定協議会を開催し、205項目の調整方針全ての調整を終了 

12月22日 第４回法定協議会を開催し､｢新市建設計画」を承認し、合併協定書

案を確認 

これにより実質審議を全て終了した。 

◆ 新市建設計画の概要 

【基本理念】 

①育成：人を育てる 

②参画：人を活かす 

【新市の名称を「燕市」とした経過】 

任意協議会の下部組織である「新市名称検討委員会」において、

燕市・吉田町・分水町がひとつになって、更なる発展をめざす新

しい都市にふさわしい名称を広く公募することをはじめ、新市の

名称の選定に当たり構成１市２町の名称を認めることなど公募方

法の詳細について方針を決定し、任意協議会で承認したのち約１

か月間にわたり公募を行った。 

結果として、2,220 件の有効提案のうち、最多は 1,433 件の「燕

市｣､次点は 359 件の「つばめ市」であったことから（３位「県央」

30 件、４位「西蒲原」27 件、５位「蒲原」27 件)､最終的に法定

協議会において新市の名称を「燕市」に決定した。 

燕市」を新市の名称とした主な理由は、 

・ 洋食器産業、燕三条駅、高速道路インターで知名度があり、

定着した名称である。 

・ 全国的に知名度があり、今後の産業の発展に対して貢献でき

る名称である。 

としている。  
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③交流：人がふれあう 

④協力：人が助け合う 

【将 来 像】 

人と自然と産業が調和しながら、進化するまちをめざして 

  ～ ひとづくり・ものづくり・自然を活かしたまちづくり ～ 

【計画期間】 

平成 18 年度～27 年度（10 年間） 

【主要事業】 

○ 県事業    

・県道燕地蔵堂バイパス整備事業 

・国道 289 号燕北バイパス整備事業 など 

○ 市事業  

      ・新庁舎整備事業 

 ・産業ミュージアム建設事業 など 

平成17年２月４日 燕市は、18日まで市内10会場で、３市町の全戸に配布する「新市の

まちづくり設計概要版（新市建設計画及び行政制度調整の概要）」

を基に合併説明会を開催 

    ２月７日 分水町は町内６会場で、吉田町は町内７会場で、それぞれ「新市の

まちづくり設計概要版」を基にした住民説明会をスタート 

２月21日 第５回法定協議会後、合併協定書に調印（吉田町産業会館） 

２月28日 各市町議会で廃置分合議案を可決し、同年３月９日に知事へ合併申

請書を提出 

７月15日 県議会は廃置分合議案を可決 

７月21日 廃置分合に係る知事決定の上、総務大臣へ届出 

８月16日 廃置分合に係る総務大臣告示（平成17年総務省告示第907号） 

平成18年３月19日 法定協議会を廃止 

３月20日 合併施行 

     ４月23日 市長選が行われ、小林清氏が当選し、初代燕市長となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


